
北海道林業労働力確保促進基本計画検討懇談会（第１回）議事概要 

 

１ 日時及び場所 

令和８年７月 14 日（火）１４：００～１６：００       

北海道第二水産ビル ３G 会議室 

 

２ 構成員及び出席者名簿 

  別紙のとおり 

 

３ 議事 

  (1) 林業労働力の確保の促進に関する基本計画の策定について 

   基本計画の策定の趣旨と内容、今後のスケジュールについて事務局から説明（質問等なし）。 

 

  (2) 森林・林業及び林業雇用の動向について 

     北海道の森林資源の概要、林業の動向、林業労働の動向について事務局から説明し、意見交換。  

    （構成員の主な発言） 

・林業そのものの認知度の低さを常々感じており、幼少期から林業を知ってもらうため、木育イベン

ト等で活用できるプロモーション映像の制作など、継続的な PR が必要。 

・農業高校との連携により人材を確保できている一方、他産業との賃金競争や人材の引き抜きが課題

であり、人材確保のためには、やりがいだけでなく、経験や技能に応じた賃金水準の向上が必要。 

・賃金改善や賞与の充実が採用につながった事例があるが、年間休日数や残業の少なさも求職者に重

視されている。 

・年齢別、職種別の年収など、自社の給与水準と比較できるデータがあれば、採用活動にも活用しや

すい。 

・賃金を高めに設定することで人材を確保できているが、人間関係を理由とした離職が発生しており、

定着に課題を感じている。 

・小規模事業体が多いので、昇給や賞与制度など将来の処遇が記載されている就業規則が適切に整備

されていない事業所もある。小さい事業体でも、将来の処遇が従業員に十分伝わりにくいことが離

職要因の一つになっているため、改善が必要。 

 

  (3) 北海道の林業担い手対策の実績・評価 

      これまでの道の林業労働施策について事務局から説明（質問等なし）。 

 

  (4) 北海道における林業労働対策の検討方向 

      林業労働における課題、素案に盛り込むべき内容について意見交換。 

    （構成員の主な発言） 

・通年雇用を基本とした人材確保や、安全な職場づくり、休日の確保、賃金向上など、他産業に負け 

ない労働環境の整備が重要。 

・賃金や休日などの労働条件は改善傾向にあるものの、他産業との格差は依然として大きく、労務単

価の引上げなど、更なる処遇改善が必要。 

・林業における資格制度やキャリアパスについて、将来像や位置付けが分かりにくく、資格取得が処

遇改善や賃金向上につながる仕組みづくりが必要。 

・若年層の確保・定着が難しいため、保護者からも理解を得られる業界となるよう、林業全体のイメ

ージ向上や魅力発信が必要。 

資料３ 


